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子どもたちが健やかに生まれ、育ち、安心して子
育てができるまちづくりに取り組んできたが、今
後の具体的な取り組みと現状、課題について伺う。
福祉健康課長　子どもや子育てを取り巻く環境を
踏まえて、孤立しがちな親子に対する支援や、働
く母親とその子どもへの支援、教育・保育施設の
設置や地域子ども、子育て支援事業など計画に基
づいて進めている。

子育てを支える町の具体的な支援と、仕事と子育
てが両立できる雇用環境の整備や保育ニーズに対
応する自治体の取組は。
福祉健康課長　子育てにかかる親の経済的、精神
的負担の軽減を図り、子どもの健やかな発育や発
達を支援していくことは町の役割だ。具体的には、
母親並びに乳幼児の健康の確保・増進・未就園児
とその家庭に対する支援・要保護児童のきめ細や
かな対応、安全・安心な環境の整備等である。
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女性が輝き活躍する社会の実現に、国、地方、企
業が一体となって目指す時、町としての取組みや
現状はどうか。
企画財政課長　町は１つの指標として各審議会で
の女性の登用する目標は40％としている。女性の
参加する機会の拡充に努めていく。

　佐藤　永子（自民の会）
Q
A
子どもたちが健やかに育つには

子育て支援の計画に基づいて実施

委員会報告 見る・聞く・動く

　平成27年４月27日に実施した調査は、①交通
安全対策の現状、②老朽化がすすむ橋の対策をテ
ーマに行った。
　交通安全対策は、平成26年に死亡事故のあっ
た地点で、町が実施した路面標示などの安全対策
を確認した。橋の老朽化対策は、対応の基準につ
いて説明をうけ、現地確認をした。今年、修繕が
実施される赤岩橋は、損傷が激しいらんかん部分
つけかえ、道路部分のアスファルトの打ち直しを
行い、橋機能の現状維持が計られる。

　平成27年４月30日にNPO法人さいたまユース
サポートネット代表理事「青砥 恭」氏をお迎え
して講演会を開催しました。
　『社会に乗れない、機会もない中で生きている
子どもに、優しさや他者との寛容性を教えるのは、
学校、大人、地域の役割です。自己肯定感や自尊
感情を回復させるには、安心して過ごす居場所、
健全な仲間のいる環境を作る必要があります。』
　青砥氏のお話を糧として、これからの議員活動
に生かしていきます。

道路、橋の安全対策現地確認 社会に居場所が見つからない
若者たちを応援しています

（総務産業常任委員会） （文教民生常任委員会）

赤岩橋 ふれあい橋手前カーブ


